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2007 年から 2012 年まで、福岡大学病院形成外科で遊離腹直筋皮弁による片側乳房再建術
を行った患者 31 症例のうち、三次元画像解析を応用して手術をおこなった 9 症例を対象
とした。年齢は 41 歳から 74 歳まで、平均年齢は 56±11.5 歳（SD）であった。左側乳房


















定時間は 0.6 秒、測定精度は 0.3mm であった。撮影装置の制御には既存のソフトウエア
（Argus2Ⓡ NEC エンジニアリング）を使用した。患者と本装置の距離は 600mm とり、患
者は立位とし、両手は脇を軽く開いた状態で腰部に触れる姿勢で背筋を伸ばす状態で静


















































































































A: 研究期間である 2007 年〜2012 年当時は、インプラント再建が少なく、比較すること
ができなかった。 
 
審議の結果、本論文は、学位論文に値すると評価された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
